
 
 
 
 
 

第 8回 いのちとくらしを守る税研修会 

7 月 18 日、東京都新宿区の「けんせつプラザ東京」で開催された「第 8 回 いのちとくらしを守る税研修会」に、 

大宮民商から髙島、小林が参加しました。会場には約 160 名、 

WEB では 120 名以上が参加し、会場・オンラインともに多くの参加者で賑わいました。 

当日は、次の 3 名による講演・報告が行われました。 

 伊藤周平氏（鹿児島大学名誉教授） 

「社会保障財源としての消費税・社会保険料の所在―税制改革と社会保険改革の方向性」 

 石村耕治氏（白鷗大学名誉教授・納税者権利憲章をつくる会／TC フォーラム共同代表） 

「食料品消費税ゼロのカラクリ、時代遅れの給付（還付）付き税額控除」 

 岡田敏明氏（税理士・東京税財政研究センター理事長） 

「2026 年度税制改正のポイント―青色申告特別控除改悪、防衛増税を考える」 

税制や社会保障制度の現状と課題について、分かりやすく解説が行われ、大変有意義な研修会となりました。 

伊藤周平氏は、日本の社会保障制度は十分に機能しているとは言えない現状にあると指摘しました。また、防衛

費が拡大する一方で社会保障予算は抑制されており、特に女性の低賃金・低年金による「貧困の女性化」が深刻

な課題であると説明されさらに、社会保障の財源を消費税に依存する考え方には問題があるとし、消費税は市場

で弱い立場にある人ほど負担が重くなりやすい税制であると解説されました。 

最後に、報道などでさまざまな情報が発信される中で、一面的な情報だけを受け取るのではなく、多角的な視点か

ら税や社会保障のあり方を考えることの大切さが述べられました。 

※石村氏・岡田氏の講演内容については次の機会に報告します 
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伊藤周平氏の講演では、近未来の日本を描いた映画『PLAN 75』も紹介されました。 

この映画は、少子高齢化が進んだ日本で、75 歳以上の人が自ら生死を選び、 

国がその選択を支援する制度「プラン 75」が導入された社会を描いた作品です。 

高齢を理由に仕事を失った 78 歳の女性を中心に、制度を利用する人、 

窓口で働く人、制度に関わる仕事に就く人など、それぞれの立場から、命の尊厳や社会保障のあり方が問いかけられています。 

決して現実離れした話として片づけることのできない内容であり、高齢者が安心して暮らせる社会とは何かを考えさせられる作品です。 

※現在、アマゾンプライム・U-NEXT などで配信中です 



夏本番です！ 

皆さんのお家オリジナルの夏バテ防止レシピをぜひ教えてください 


